連邦制という実験の意味 (特集 イエメン -- 忘れ去られた「アラブの春」の落とし子) by 佐藤 寛
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統領は「蛇の頭の上でダンスを踊る」と形容されたような、きわめて巧妙な諸勢力間 バランスをとりつつ国家運営を行ってきた。この点で三三年間政権を維持したサーレハの政治手腕は特筆 るべきものである （本誌松本論文参照） 。　
その特徴は国内的には「妥協」
と「抱 込み」そして対外的には「外部勢力の利用」であったといえよう。この手法は利害が対立する多くのアクター間を調整し、イエメンの国民経済をまがりなりに維持す ためにはきわめて効果的な手法であった。サーレハ政治のもうひとつの特色として、中央からの直接統治の最小化が挙げられ
る。特に北部部族地域においては、主要幹線道路に軍による検問所（チェックポイント）を設置し、任命制の州知事と郡長（多くの場合は軍人あがり）が配置されるものの、郡の区分けはおおむね現地の部族の領域に重な 、部族領域内の治安維持 部族長に任されていた。一種 間接統治である。　
地方部での教育や保健サービス
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身者は追放され、南部の開発計画にも予算が十分に配分されなくなるなど、南イエメンの人々は「統一は失敗だった」という思いを強くする。その後、南部の失業率はさらに高まり、二〇〇〇年代 なると旧軍人を中心として統一イエメンからの離脱を目指す「ヒラーク」運動が発生 こと な 。●サーレハ政権の行き詰まり　
もともと、一九八〇年代までの
北イエメン政治では、北部出身の軍人が大統領職を占めるもの 、閣僚や公務員（テクノ ラート）は、アデンなどで教育 受け英語も操れる中部 （タイズ、 イブなど） ・
南部イエメン（アデン周辺）出身者が占め、商業もまた中部・南部出身者が外国製品の輸入代理店などで財をなし、いくつかの財閥も誕生していた。ところが統一前後から、携帯電話ネットワークなどの新たなビジネスに、北部部族民や軍人の子弟が親の権力を利用して新規参入し、瞬く間にひと財産を作るパターンが出てきた。これら新興財閥の投資によってサナアに西洋風のショッピ グセンターやカフェ・レストランが登場したことも庶民の間にうらやみと共に「汚職」への反感を募らせた。　
首都での表面的なバブルとは裏
腹に、二〇〇〇年代に入ると南部の「アデン・アブヤンイスラーム軍」や、北部のホーシー派、さらには内陸砂漠地帯での「アルカーイダ」系の動きなど、サ レハ政権の地方部掌握力の弱さが露呈する。ところが、サーレハはこうした「反乱」を喧伝することでアメリカなどから「テロと 戦い」名目で様々な軍事支援を引き出すことに成功し、政権の安泰を図った。しかし、軍事作戦の強化は開発の推進とは矛盾する。今日 途上国においては、開発の推進は政権の正統性の重要な根拠のひとつであ
り、開発が進められないなら、国家を支配する資格がない。限られた資源の配分を通じて様々 政治勢力を懐柔することにはたけているが、サーレハは新たな産業を育成したり、制度改革を行って新なビジネス環境 作り出すなどの決断力には欠けていたのである。　
























（出所）Yemen Times、2014 年 2 月 11 日。
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アダ・ジョウフ」地域を新設、ＡＢ案ではハドラマウト地域に加わっていたシャブワ州の一部を石油資源のあるマーリブと組み合わせて「シェバ」地域に併合するというもので、ホーシー派が望みそうな区分けである。これ以外にも、可能性とし はサアダ州に紅海へのアクセスを認める案なども考えられよう。　
タイズとイブはテクノクラート





























YT2014/1/8 (Source: Al-Share’ newspaper) YSPとﾋﾗｰｸは２分割案
（出所）Yemen Times、2014 年 2 月 4 日。
（注）YPS とヒラークは 2 分割案。
（出所）Yemen Times、2014 年 1 月 18 日。
（Source: Al-Share’ newspaper）
連邦案 B（2月初旬）
連邦案 C（2014 年 1 ）
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ル連合長）に対しても直接支援を提供することで中央政府に対する圧力を保持する、という二面作戦で推移してきた。これが可能であったのは、アブダッラー国王とその周辺の人々が個人的に培ってきた、サーレハ大統領、並びに北部部族勢力との人的つながりが強かったからである。　
ところが二〇一一年の民主化運
動で、サウジはサーレハ辞任要求の長期化による治安悪化を恐れてサー レハを説得して退陣させ（二〇一一年一一月の湾岸合意） 、移行政権を全面的に支援して国民対話の合意にまでこぎつけ 。しかしながら、これによってサウジはサーレハというカ ドを失い、後任のハーディーはほとんど力を持っていない。また、サウジと国境を隣接する北部部族領域では二〇〇〇年代に入ってホーシー派勢力が伸長し、北部部族民が部族長たちのいうことを聞かなく っていた（本誌松本論文参照）うえに、アハマル部族連合長死亡後、部族勢力をとりまとめる有力政治家がいなくなっ 。とどめ 刺すようにアブダッラー国王がなくなるとサウジ王家にイエメン 直接つながるパイプがほとんどなくな
ってしまったのである。サルマン国王は、就任直後に第一皇太子であったムクリン王子を解任したが、ムクリンの母はイエメン系 り、さらにサウジ 家とイエメンの政治勢力とのつながり 細ってしまった（本誌辻上論文参照） 。　
こうしてイエメンについての知
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